
第67回国連⼥性の地位委員会

2023年3⽉7⽇(EST)  8⽇(JST)に実施した

サイド・イヴェントについて

2023年7⽉27⽇ CSW67等について聞く会にて

紙⾕雅⼦
（国際婦⼈年連絡会，学習院⼤学名誉教授）



第67回国連⼥性の地位委員会

CSW67

デジタル時代における技術⾰新と変化，教育

情報へのアクセス，利⽤
積極的に関与，影響

オンライン固有の悪影響（⼥性への暴⼒）



サイド・イヴェントは
政府機関や国際機関とNGOsとが
⼀緒にニュー・ヨークの国連で

JAWW（⽇本⼥性監視機構），国連NGO国内⼥性委員
会，国際婦⼈年連絡会という⽇本の3つのNGOsは，国連
⽇本政府代表部と共催で，毎年3⽉に開催されてきたCSW
の期間中に，CSWの主要テーマの理解を促し，実現をめ
ざして，この10年余り，サイド・イヴェントを開催して
きました。



デジタル時代の「エンパワーメント」

鍵は教育

「エンパワーメント」では，⼈が⾃⽴する権限を⾃ら⾏使すると
いう意味では，決定と実⾏，妨害排除だけでなく，その成果を誰
もが認める（横取りされない）ことも重要です。



ところで・・・デジタル時代はいつから？
産業⾰命で出現した伝統的な産業から，情報技術を中
⼼にする経済構造への転換が始まったのは，20世紀半
ば

1947年 トランジスタの開発
1970年1⽉1⽇00:00:00（世界標準時） コンピュータ
の時間基準であるUnix Timeは，この時点から「秒」
単位で計算（現在はもっと⼩さい「ナノ秒」単位を使
っている）



⽇本は，全体として理系の学⽣が少ない
⼤学進学率も⾼くはない・・・低学歴国？

（⽇本の統計は，中等教育の後を「⾼等教育」と分類するが，他の国は4
年制以上の⼤学だけを「⾼等教育」という・・・嵩上げ？）

⼤学院進学率は，OECD諸国などと⽐較すると，
明らかに，低い
（⽇本の⼤学院の院⽣のかなりの割合は外国⼈留学⽣）

OECD諸国などと⽐較すると，⼥性の⾼等教育
機関への進学率が，明らかに，低い



その中でも，デジタル時代に対応する⼈材を養
成する科学Science・技術Technology・⼯学
Engineering・数学Mathematics分野（STEM）で
も⼥性の割合が⾮常に少ない

⼥⼦⼤学に⼯学部をつくれば

？STEM分野を専攻する⼥性は，それだけで増える？



⽇本における⼥性の教育環境
1872年には⼥性のための⾼等教育機関が開設された

別学であったが・・・
⾼等教育はpost-secondaryであって，tertiaryではなかった

1946年には完全別学廃⽌
⼥性も男性と同じ教育機関に進学が可能になったが・・・
⾼等教育進学率，専攻分野には顕著な差が存在し続けた



⽇本における⼥性の教育環境
1970年代後半から⼥性の4年制⼤学進学率は「10％」に
1980年にはその⼈たちが卒業する

「家事⼿伝い」でいいのか？

⼥性を「質の⾼い労働⼒」として把握する発⾔が財界から・・



⽇本における⼥性の教育環境
1985年のCEDAW批准

「質の⾼い労働⼒」とは？
デジタル時代に即した数学・統計学を奨励する代わりに
就職する⼥性を対象とするコース制を新設

⼥性は恒常的な男性労働に対する補完的存在？

性別役割分担意識を反映する⾏動規範を（それでも）維持



ある⾼等教育の専攻分野を制約する頸⽊がはずされたと社会がそれほどはっきり
認識しているわけではない。 
 専攻分野別に，⼤学学部の⼥性⽐率を⾒ると， 

図 1 ⼤学学部における専攻分野別⼥性⽐率（％） 
 

  

 
1975 年も，2021 年も，⼈⽂科学，教育学，薬学・看護学，そして，その他（芸術
系学，家政学など）の分野では，⼥性が過半数を占めている。注⽬すべきは農学
（+40.3%），医学・⻭学（+26.3%），社会科学（31.1%），理学（+14.0%）における
⼥性⽐率の上昇で，これだけを⾒ると，⼥性たちがさまざまな分野においてその
存在を⽰しており，STEM分野を選択していないとは⾔い切れないように⾒える。 
 次に，⼤学⽣となった⼥性たちの専攻分野選択を⽐較すると， 

図 2 ⼤学学部に在籍する⼥性の専攻分野別⽐率（％） 
 

 
南アメリカ（ペルー）にはわずかな別学機関が維持されているようであるが，数の上では⽇本が圧
倒的に多い。 
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図 2 ⼤学⽣となった⼥性たちの専攻分野別⽐率（％）

   

 
⼈⽂科学（-14.4%）と教育（-9.7%）の減少と，社会科学（+10.4%）と薬学・看護
学（+7.4%）の増加が顕著である。⼯学（+3.6%），農学（+1.5%），その他
（+1.1%）は微増し，理学（-0.1%）と医学・⻭学（+0.1%）はほとんど変化が⾒ら
れない。職業選択と連動する専攻分野として同じ⽂系である⼈⽂科学よりは社会
科学の⽅が評価されたのかもしれない。薬学・看護学は資格取得と連動している
という説明に説得⼒があるが，同じように職業に直結する資格取得という観点か
らの教育の不⼈気は，（看護師との対⽐を前提にすると）職場環境では説明できな
い。⼤学⽣の「定員」は⽂部科学省の許可制度のもとにあり，さまざまな専攻分
野の「定員」増の違いが⼤学進学者全体における専攻分野の選択に影響を及ぼし
ているのかもしれない。 
 ⼤学学部における専攻分野別⼥性の割合（%）（図 1）も， ⼤学学部に在籍す
る⼥性の専攻別⽐率 （%）（図 2）も，⼥性たちの選択が⾼度経済成⻑期から今
まで変化していない，あるいは，男⼥雇⽤機会均等法などさまざまな法制度の変
更は⼥性たちの選択に影響を及ぼしていないということを⽰唆してはいない。 
 1968 年と 2021 年の数値を⽐較すると，⼯学専攻の⼥性割合は 31.4倍に，農学
専攻の⼥性割合は 9.2倍に，社会科学専攻の⼥性の割合は 7.6倍になっている。し
かも，増加のタイミングは 1985 年から 1990 年に集中している。反⾯，その他と
してまとめられている家政学や芸術などの分野における⼥性割合は 1.1 とほぼ変わ
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⽇本における⼥性の教育環境
（⼥性だけではないが）STEM教育が不⼗分

デジタル時代に対応する⼈材が全体として不⾜

2020年代，⽇本政府は，国⽴・私⽴の⼥⼦⼤学に
⼯学部を設⽴し，既存の理系学部に対して「⼥性
枠」設定を促すなど・・・⼥性教員と学⽣の割合
を増加させるという政策を採⽤

社会における「STEMは⼥性に向かない」という偏⾒の是正に努めている？



⼥⼦⼤学の⼯学部は
⼥性の「可能性」，「選択肢」を⾒えやすくする？

⽣徒たちに対する親の世代の影響⼒は⼤きい

「社会⾵⼟」に内在する思い込みや不安を
払拭できるとの「期待」



デジタル時代

NGOは，その⼀歩先を⾏く



WAFFLEは

中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣に働きかけ

IT業界のジェンダー・ギャップ解消を
⽬指し

政府に
社会構造の変⾰政策を提案

Public Policy
Gender equality requires structural change

Our mission is to close the gender gap by
empowering and educating women in the
technology field.

Who we are

Provide IT program for girls + gender minority middle and
high school students and college students

Advocate to the government for the importance of gender
equality in the IT sector

What we do

\The book will be published today/



信頼できるAIを
実現するには

実現すべき⽬標を共有す
る開発者とサービス提供者と

ユーザーが協⼒して
リスク要因を減らす

 
 

AI 開発者 
 
学習データの偏⾒ 
 要素の重要性評価 

 
 
 
 
 
 

ユーザー 
 

サービスの限界の指摘 
適切な運営の選択同意 

 
 
 

 AI サービス提供者  
                 

⽬標とモデルのすり合わせ 
  サービスの特徴 
  リスク要因の特定 
  成果のモニタリング 

 
 

松本さんの Risk chains coordinate the risk control by mul6-stakeholders 図から作成 



コヒスタニさんは，⼥性たちが教育を受けるためには，安全な学習環境，⼦ども
の利益を中⼼とする仕組み，（若い⼥性たちの）健康と衛⽣の安全配慮が基本にあ
るのですが，さらに⼀歩進めて若い指導者育成プログラムを実施し，その「卒業
⽣」のネットワークを構築し，効果的な国⼟開発に貢献する⼈材を発掘して⾼等
教育の機会に結びつけていくというストーリィを語りました。 

 
 これまでにも，⽇本政府の開発援助 ODA は，アフガニスタンにおいて，児童や
⽣徒，若い⼥性のための学校施設の建設に尽⼒してきました。国際協⼒機構 Japan 
InternaBonal CooperaBon Agency (JICA) が未来への架け橋プロジェクト PEACE Project
の⼀環として⼥性たちの博⼠号取得に貢献してきたとの情報は，⽇本国内では影
の薄い⼥性たちの⾼等教育にとっても刺戟となっているのではないかと思われま
す。そして，コヒスタニさんは WAFFLE のプログラミング・コースがオンラインで
も可能（現在のところ，⽇本語と英語に限定）との情報に接して，それならアフ
ガニスタンでも⼯夫の余地があるかもしれないと，次のステップを考え始めたよ
うでした。 
  
社会・産業・⽣活のあり⽅を根本から⾰命的に変えることになるデジタル技術と
ジェンダー平等との関係を EU のジェンダー施策を検討することで得られた知⾒を
通じて，東京⼤学 B’AI グローバル・フォーラム研究員の佐野敦⼦さんは，WAFFLE

2
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デジタル変容は，
中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣に働きかけ
スキルの上達だけではなく，⾃分の能⼒を開発

デジタルでチェックして既存の偏⾒を克服

教育の価値を再認識

デジタル変容と技術⾰新，デジタル時代の教育は，
社会の⼤転換をもたらす



デジタル時代における社会の⼤転換は

・普遍性に組み込まれた男性性
・ジェンダー・ステレオタイプ的発想
・経済的精神的依存
・権威主義

にジェンダーの視点から疑問を提起し

・経済的⾃⽴
・無償労働の共同分担
・あなたと私の尊厳を前提にした権利と⾃由
・⺠主主義

の実現をめざす



CSW 67は，2023年3⽉18⽇午前4時前
最終合意に達した。

26⾴ 89項⽬

ECOSOCの問題意識，専⾨家会議の問題提起に
CSW67の最終合意は答えられたのだろうか？

そして，私たちは，合意結論を実現するために，これから，何をする？
・・・5年後のCSWで，合意結論と真剣に向き合ったのか，他の国などの良
い慣⾏から学んだのか，もういちど，反省する機会があります・・・



どこでも，いつでも，本当に必要なのは
・・・

社会が平等についての基本的な考え⽅を
みんなが広く共有

ジェンダーやセクシュアリティだけでなく
国籍や⺠族・⼈種，考え⽅や暮らし⽅

さまざまな「他の⼈と違うこと」があっても
それでも，⼈として「平等」


